
有明工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 第二外国語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 『漢文訓読入門』（古田島洋介ほか著・2014年再版・明治書院）
担当教員 古賀 崇雅
到達目標
１．古典中国語（漢文）の文法構造について理解できる。
２．漢文訓読ができる。
３．東アジアの伝統文化について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
自ら積極的に古典中国語（漢文
）の文法構造について理解できる
。

古典中国語（漢文）の文法構造に
ついて理解できる。

関心を示さず、定期試験でも学力
の定着が見られない。

評価項目2 積極的に課題に取り組み、漢文訓
読ができる。 漢文訓読ができる。 課題に取り組まず、定期試験でも

学力の定着が見られない。

評価項目3 いくつかの文献を読み、東アジア
の伝統文化について理解できる。

東アジアの伝統文化について理解
できる。

東アジアの伝統文化について関心
を示さない。

学科の到達目標項目との関係
学習教育到達目標 A-1 学習教育到達目標 A-3
教育方法等

概要
この科目では、古典中国語（漢文）をとりあげ、その文法構造を解説し、漢文訓読法による読解、および日本語による
翻訳について学ぶ。その際、あわせて古典中国語（漢文）の背景となる中国を中心とする東アジアの伝統文化をわかり
やすく紹介する。

授業の進め方・方法 テキストを使用し、要点を板書しながら授業を進める。
適宜プリントを配布し、課題を課す。

注意点 初歩的な中国の歴史に関する知識を必要とする。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業内容と注意点を理解する。
2週 漢文とは何か 漢文の基礎的知識を理解する。
3週 漢字の発音 再読文字と置き字について理解する。
4週 文法の要点 基本的な文型を理解する。
5週 返り点 符号と用法の原則を理解する。
6週 送り仮名 語彙領域と補読領域を理解する。
7週 書き下し文 書き下し文の原則を理解する。
8週 中間試験

2ndQ

9週 訓読の要領 訓読の注意点を理解する。
10週 四字成語と伝統文化 伝統文化について理解する。
11週 短文訓読 再読文字と返読文字を含む訓読ができるようになる。

12週 長文訓読 大意を参考にしながら長文の訓読ができるようになる
。

13週 復文練習 復文の作業手順を理解する。
14週 これまでのまとめ これまでの授業内容が復習できる。
15週 期末試験
16週 テスト返却と解説 テスト結果が確認できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎
グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

グローバリ
ゼーション
・異文化多
文化理解

世界の歴史、交通・通信の発達から生じる地域間の経済、文化、
政治、社会問題を理解し、技術者として、それぞれの国や地域の
持続的発展を視野においた、経済的、社会的、環境的な進歩に貢
献する資質を持ち、将来技術者の役割、責任と行動について考え
ることができる。

3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


